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  令和２年 第4回定例会  一般質問

　春暖の候皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。新型コロナウイルス
が世界中に蔓延し、その猛威はなお続いています。日本の経済が停滞し、生活様式
を変化せざるを得ません。この厳しい状況を克服するため、あらゆる分野での施策
が求められます。

No.19-20 令和 3年 3月発行 富永 三千敏 〒 946-0085 魚沼市下折立 528
TEL 025-795-2704  FAX 025-795-2080

問　内田市長は財政健全化のために、公共施設の整理と再配置に取り組むとの考えを示した。南魚沼市、
魚沼市、湯沢町の２市１町で進めている新ごみ処理施設建設が候補地の地元説明で同意が得られず、未
確定のまま推移している。協定を尊重しつつその枠組みの中で、１箇所に拘らず２箇所建設を考え、当
市の中心地の大型商業施設付近などでの建設も視野に入れてはどうか。

答　昨年 2 月の白紙撤回を受け、スタートラインを目指し協議している。市と市民にとって有益となる
方法をもって進めるべきであると考え、ご提案の内容を含め、1カ所集約などにこだわらず柔軟に検討し
たい。

問　魚沼の自然や食、歴史文化を生かした観光振興と友好都市等との交流人口の拡大にどう取り組むか。
「食まち魚沼」、「素のチカラ魚沼」等で取り組んでいるが、総合的な計画となる観光振興計画を策定しないか。
　震災復興基金事業が終わり、大人の体験受入事業がなくなる。これに代わる予算付けか仕組みを考えな
いか。

答　魚沼の魅力を盛り込んだ団体誘客ツアー催行などの観光活性化を考え、観光協会と連携して、継続
的な来訪につなげることが外貨獲得につながるものと考える。交流人口の拡大に向けては、今年度中止
となった友好都市や関係都市の小中学生体験受入れを、来年度は確実に再開することが重要であると考
える。現在、事務レベルでは感染防止対策を徹底した安心安全な体験受入れに向けた準備を進めている。
感染症が落ち着いた適期にトップセールスを行い、新たな販路開拓を進めたい。
　震災復興基金事業に代わる取組みは検討中である。
　観光振興計画策定は早急に取り組む。

問　国・県補助事業等の積極的な導入の考えを示した。そのために国の研修機関、JIAM などに職員を
派遣しないか。また専門職員の配置は５年以上にしないか。

答　専門知識、技術を習得した職員の育成の必要性については重要であると考える。職員個々の能力や
適正を伸ばし、活かしていくための適材適所の配置、より専門性を高め、社会環境や市民ニーズの変化
を的確に把握し、提案ができるような職員の育成につながるよう、効果的な研修等の実施に努めたい。
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〇農村文化創生事業
問　令和 2 年度はコロナ感染症で全ての事業が未実施であった。3 年度事業は、
コロナを考慮して、大学生と地域でリモートでの活性化のための意見交換や協
議することも事業にできないか。また、旅費のほか活動費に充当できないか。

答　感染症の影響を考慮し、オンラインツールを使うことも検討の上実施する。
活動費に使える場合もある。

〇橋梁長寿命化事業
問　橋梁長寿命化の 10 カ年計画はどうか、全橋梁数は。財源はどうか。

答　令和 2 年から令和 11 年までの 10 年計画で 29 橋を調査、長寿命化工事し、年間約 1 億円の事業費
を予定。長さ 2m以上の橋は 530 基、順次事業を進める。財源には国の補助金が 61.05％充当できる。

〇予防接種事業
問　市ではコロナワクチン接種順位を 3 段階にしている。国の基準も考慮しながら、
順位に明記されていないエッセンシャルワーカー（生活必須職従事者）の接種順位
も考慮できないか。

答　国の指針に準じながら、ワクチンの量を考慮し検討する

〇体験型観光推進事業
問　大人の体験型観光を担った中越大震災復興基金がなくなった。代わる事業をどう進めるか。

答　地域づくり振興公社と観光協会の連携を図りながら実施する。市も確り指導する。

　魚沼市と南魚沼市、湯沢町の二市一町の協定において新ごみ処理場を圏域内に 1 カ所建設することを平成
27 年に合意していた。一般公募に応じた 3 カ所が候補地とならず、また平成 29 年 12 月に行政主導で選定
した候補地の国際大学所有地も周辺地域の理解が得られず、令和 2年 2月に白紙撤回とした。
　その後の経過の中、令和3年3月3日に二市一町の首長会議で圏域内に２か所建設することを確認した。（内
容は魚沼市に 1施設、南魚沼市湯沢町に 1施設の整備で、この調印時期は調整中である。）

　《12月議会一般質問で2カ所整備を訴えました。1カ所の場合、遠い地域からのごみ運搬時間とコストの増、
運搬回数減を補うための事業者負担増、市民負担の増加と災害等での万一の故障、稼働停止などのリスク分
散をすること、つまり一方が停止しても他の一方で対応可能などが考えられます。

【二市一町の新ごみ処理施設整備の検討経過】

時　　期 内　　　容 時　　期 内　　　容

H27 年 2 月 基本合意（圏域内に 1 カ所整備） H29 年 12 月 行政主導で国際大学所有地を候補地に選定

H27 年 9 月 候補地の一般公募開始 R2 年 2 月 周辺地域からの理解が得られず、選定を白紙撤回

H28 年 3 カ所の応募（塩沢地域 2 カ所、湯沢 1 カ所） R3年3月3日（首長会議） １カ所建設合意を解消し、2 カ所建設を確認

H29 年 3 月 周辺地域からの理解が得られず断念 R3 年 3 月 8 日 上記の発表

令和3年第1回定例会　予算質疑の一部

新ごみ処理場の整備について新ごみ処理場の整備について
　平成 27 年合意の 1 カ所整備を解消し、新たな合意で 2 カ所整備に。　平成 27 年合意の 1 カ所整備を解消し、新たな合意で 2 カ所整備に。
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令和 1 年 令和 2 年
エアコン トイレ その他 エアコン トイレ その他

全小学校
9 校合計

68 教室 - 校舎改修等 11 教室 - 校舎改修ほか
79,764 - 185,839 43,474 - 265,044

全中学校
5 校合計

32 教室 - 体育館改修ほか 8 教室 - 特別教室改修ほか
39,248 - 218,045 21,798 - 482,021

令和 3 年 【予定】 令和 4 年 【予定】 令和 5 年 【予定】
エアコン トイレ その他 エアコン トイレ その他 エアコン トイレ その他

全小学校
9 校合計

12 教室 95 箇所 校舎改修ほか 10 教室 - 校舎改修 4 教室 6 箇所 -
59,400 71,300 437,570 46,030 - 381,491 19,140 4,200 -

全中学校
5 校合計

8 教室 17 箇所 普通教室校舎改修 9 教室 15 箇所 普通教室校舎改修 9 教室 - 校舎改修
36,740 12,900 224,213 41,030 10,500 392,192 41,030 - 200,000

市内学校のエアコンほかの整備状況市内学校のエアコンほかの整備状況（市内小中学校の工事の実績と予定）（市内小中学校の工事の実績と予定）

令和3年第1回定例会でスキー場の無償貸付を可決令和3年第1回定例会でスキー場の無償貸付を可決（スキー場の経過について）（スキー場の経過について）

平成 21 年度 魚沼市スキー場再編計画提示
平成 23 年度 大湯温泉、大原スキー場が指定管理に。他の 3 スキー場は直営
平成 24 年度 全スキー場を指定管理に。

平成 25 年度 スキー場条例を廃止して（スキー場の普通財産化）、スキー場、リフト、圧雪車等を無償貸付（H25.11.1～3か年）
を 10 月の議会臨時会で議決。

平成 28 年度 契約終了日 (H28.10.31) 前に各事業者とのヒアリング実施、9 月議会で 2 年の契約更新を議決。
（令和 3 年 3 月末までの契約）

平成 30 年度
「スキー場を考える議員有志の会」
平成 30 年 11 月～ 12 月：�市内全小中高校の児童生徒保護者にスキーに関するアンケートを実施
平成 31 年 2 月～ 3 月　 ：集計

平成 31 年度
（令和元年度）

「スキー場を考える議員有志の会」がアンケート結果をもとに市内スキー場のあり方について 2 項目の提言書
を提出
　• 残すスキー場を検討することや官民一体の運営会社の検討すること
　• 契約期間を令和 3 年 3 月 31 日まで 2 年延長し最終結論をだすこと

「まちづくり委員会」も提言書提出

令和 2 年度

「市民のスキー場を考える会」が市内各所で意見交換の会を開催し、「魚沼市スキー場の持続可能な運営を願う
嘆願書」を 18,344 名の署名を添えて市に提出
市内 2 団体が「須原スキー場及び市内スキー場の持続可能な運営について市長への提言を求める請願」を議
会に提出し、議会でこの請願を一部採択とし、提言書を市長に提出（予定）

市から提出されたスキー場の 2か年 (令和 3年 4月 1日～ )の新たな無償貸付を第 1回定例会で可決。
無償貸付に必要な予算は昨年と同額。（須原 : リフト 1,900 万円、圧雪車 1,586、小出 : リ 300、圧 720、
薬師 : リ 300、圧 360､ 大湯温泉 : リ 300、圧 300）

問　市内 4 スキー場全ての運営が厳しいことは市民の
共通認識と思う。今までのハード支援つまりリフト圧
雪車の修繕だけでなく、スキー人口を増やすための新
しい支援が必要である。市民のスキー人口増加のため
のスキー授業の充実と用具の児童生徒への貸し出し、
および児童生徒市民へのリフト券補助拡大や市外県外
のスキー場への誘客施策が必要だがどうか。

答　その通りだと思う。令和 3 年度はハード支援を予
算計上しているほかに提案のソフト支援も考えてい
る。ハードソフトの両面から支援していく。

スキー場の無償貸付契約について（産業建設委員会での私の質疑概要）

単位：千円
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富永三千敏 活動の概略
月 日 内　　　容 月 日 内　　　容 月 日 内　　　容

魚沼市議会の本会議がインターネットで見ることができます。魚沼市 → 魚沼市議会 → 本会議録画映像配信
また、議事録もご覧いただけます。

令和元年までは決算、令和2年は補正後、3年は予算

7 1 魚沼から行く尾瀬安全祈願祭
3 第 2 回定例会　最終日
7 広報編集特別委員会
7 議長委員長会議
9 広報編集特別委員会
9 産業建設委員会
17 湯之谷小学校自転車安全教室
21 令和 2 年第 3 回臨時会
28 夏の雪まつりシート外し

8 4 議長委員長会議
6 市民の意見を聞く会（議会報告会）
26 会派会議

9 3 第 3 回定例会
4 第 3 回定例会
8 第 3 回定例会　一般質問
9 第 3 回定例会　一般質問
17 産業建設委員会
23 令和元年度決算審査特別委員会
30 広報編集特別委員会

10 2 全員協議会
6 議長委員長会議
8 広報編集特別委員会
12 広報編集特別委員会

10 27 産業建設委員会
28 小沢平トクサ沢橋設置
29 市民の意見を聞く会（議会報告会）

11 5 議長委員長会議
5 議会改革特別委員会
12 産業建設委員会　総合計画後期基本計画
13 小沢平トクサ沢橋撤去
21 R352 バイパス早期開通促進期成同盟会総会

12 1 故星兼雄さん追悼絵画展スタート
12 稲作勉強会（異常気象、人農地プラン）
22 第 4 回定例会
23 総務文教委員会傍聴
24 市民福祉委員会傍聴
25 産業建設委員会

1 5 議長委員長会議
5 産業建設委員会
13 第 4 回定例会　一般質問
14 議会改革特別委員会
15 第 4 回定例会　一般質問
18 産業建設委員会
19 第 4 回定例会最終日
20 広報編集特別委員会
27 広報編集特別委員会

1 29 広報編集特別委員会
29 故星兼雄さん追悼絵画展最終日

2 4 議長委員長会議
4 産業建設委員会
10 議会全員協議会
22 全員協議会　予算補足説明
24 第 1 回定例会初日
25 第 1 回定例会
26 第 1 回定例会

3 5 産業建設委員会
6 生物多様性セミナー
8 全員協議会
9 第 1 回定例会　一般質問
10 第 1 回定例会　一般質問
15 予算審査特別委員会
16 予算審査特別委員会
17 予算審査特別委員会
18 予算審査特別委員会
23 第 1 回定例会最終日
23 全員協議会
23 広報編集特別委員会

　新潟県の補助事業「自然環境を支える地域づくり事業」に
より、尾瀬小沢平登山道内のトクサ沢に橋を設置しました。
　また、環境省のコロナ対策補助事業の「国立・国定公園へ
の誘客の推進事業」の延長で小沢平から渋沢、ウサギ田代ま
での登山道の管理をするにあたり、同ルートの登山道保険が
掛けられることになりました。ここは渋沢の山小屋が廃業し
たのち管理不充分となっていました。
　これらの事業実施のため、檜枝岐村、環境省自然保護官事
務所ほかと協議しました。

尾瀬登山道尾瀬登山道

歳入四大財源の推移 主な歳出の推移


